	総会資料(要約)


平成25年度
鹿児島県技術士会定時総会

＊＊＊＊

と　き　平成25年4月13日（土）13:30～14:30
ところ　鹿児島市勤労者交流(よか)センター第一会議室

JR中央駅前ダイエービル7F
 Tel 099-285-0003

《 次　第 》

１．開    会

２．会長あいさつ

３．新入会員紹介　
４．議    題

第１号議案　平成24年度会務及び事業報告について

第２号 〃　 平成24年度収支決算及び監査報告について

第３号 〃   平成25年度事業計画について

第４号 〃   平成25年度予算案について
第５号 〃　 細則の変更案について

第６号 〃　 役員改選について
第７号 〃   その他   

５．閉    会

＊＊＊　　当日の日程　　＊＊＊
平成25年4月13日(土)
※13:00～13:20：役員総会準備
※13:30～14:30：H25年度 定時総会

※15:00～16:30：かごしま技術21講演会

※17:00～20:00：歓迎会・懇親会;
平成25年度新入会員
A）技術士

①簗詰　博義　　(建設)　　　　(株)大進
②大薗　親史　　(建設)　　　　三州技術コンサルタント(株)
③川原　慎一郎　(建設)　 　  （株）建設技術コンサルタンツ
④中村　初男　　(建設)　 　　（株）建設技術コンサルタンツ
⑤榮　　弘昭　　(建設)　 　　（株）建設技術コンサルタンツ
⑥佐々木　亮太　(建設)　　　　(株)みともコンサルタント

⑦樗木　秀人　　(建設)　　　　鹿児島県土木部
⑧西帯野　茂樹　(上下水道)　　(株)タカラプランニング（技術士補で既会員）
⑩高山　祥治　 （建設）　 　（株）ヤマウ（総会後入会）　
  ⑪中馬　健一　 （建設） 　　（公財）鹿児島県建設技術センター（総会後入会）
　
B）技術士補

①前田　義久　　(建設)　　　　九州テクノ(株)
②小村　哲郎　　(上下水道)    九州テクノ (株)
③津田　良一　　(建設)　　　  (株)大翔　

④関山あゆみ　　(建設)        (株)大翔
⑤原　　宏介　　(建設)        (株)大翔
⑥三谷　英二　　(建設)　　　（株）大翔

⑦山本　晴次　　(建設)　　 　中央テクノ（株）

⑧大窪　和也　　(建設)　 　　中央テクノ（株）

⑨中村　智貴　　(建設)　　　（株）ホウセイ・技研　

⑩鬼塚　　満　　(建設)　　　（公財）鹿児島県地域振興公社（総会後入会）　

議　　事

第1号議案　　　平成24年度　会務及び事業報告について
１.１ 会員に関する事項
平成24年度  （　）は前年度
会員数　技術士231名(224)　技術士補69名(66)　合計　300名(290)
関連団体5団体(6)　 協賛会員3社(3)　賛助会員41社(41) 
日本技術士会会員:82名  日本技術士会賛助会員:1社
平成24年度 入会者 （H24.5.31以降,名簿発行後　入会順） 

A）技 術 士  1名
池田　愼一(農業)　((株)ジャパンファーム)
B）技術士補　0名
平成24年度退会者　（H24.5.31以降　名簿発行後)

Ａ）技 術 士  1名  ①福田　俊仁(農業・建設)　

               　　 

B）技術士補  1名  ①国分寺　政浩(建設)　
鹿児島県技術会会員内訳 

総監を除く有資格者数で記載　(カッコ内は前年)　　 
	部門
	鹿児島県技術士会会員

（H23.5.3１名簿発行時）

	
	技術士
	技術士補
	合　計

	建設
	117(108)
	60(56)
	177 (164)

	農業
	56(50)
	0(0)
	56 (50)

	応用理学
	22(21)
	3(3)
	25 (24)

	上下水道
	16(14)
	5(6)
	21 (20)

	森林
	9 ( 8)
	0( 0)
	9 ( 8)

	環        境
	8( 8)
	1( 1)
	9 (9)

	電気電子
	6 (5)
	0( 0)
	6 (5)

	情報工学
	2 ( 2)
	0( 0)
	2 ( 2)

	衛生工学
	3 ( 3)
	0( 0)
	3 (3)

	経営工学
	2 ( 1)
	0( 0)
	2 ( 1)

	水産
	2 ( 2)
	0( 0)
	2 ( 2)

	機械
	1 ( 1)
	0 ( 0)
	1 ( 1)

	化学
	1 ( 1)
	0 ( 0)
	1 ( 1)

	合　計
	245(225)
	69(66)
	314(290)


１.２ 会議に関する事項
１.２.１　総会（定時総会）
　　　日　時：平成24年4月14日（土）　13：30～14：30
　　　場　所：鹿児島市勤労者交流(よか)センター
　　　議　題：第１号　平成23年度会務及び事業報告について

　　　　　　　　２号　平成23年度収支決算及び監査報告について

　　　　　　　　３号　平成24年度事業計画について

　　　　　　　　４号　平成24年度予算案について

　　　　　　　　５号　その他
１.２.２　役員会等

	
	期　　日
	会議の内容
	場　　所

	役員会等
	1 24． 4． 6
2 24． 4．9
3 24． 4．21
4 24． 4．

5 24． 7．12
6 24． 9．18
7 25． 1．22
8 25． 2．12
9 24． 3．21 
	平成23年度会計監査
第１回役員会
第1回名簿編纂委員会
名簿編纂小委員会(６回)
第2回役員会

第3回役員会

第4回役員会
第5回役員会
高専との連携協力推進会議
	技術士会事務局
県林業会館

県林業会館

県林業会館

県林業会館

県林業会館

県林業会館

県林業会館

県林業会館

	支部関係
	1 24． 5．26
2 24． 6．23
3 24   9．28

	平成24年本部定時総会(後藤)
平成24年度合同役員会(後藤)
第1回本部支部長会(後藤)

	福　岡　市

福　岡　市

福　岡　市




1.3　青年部会活動に関する事項

1.3.1 かごしま技術21

	
	年月日
	会議の内容
	場所

	活動状況
	1 224. 4.14
	第１回講演会 演題:安全・安心社会に向けた無線通信技術の応用
講師;鹿児島工業高等専門学校教授:井手　輝二氏
	市よかセンター

	
	2 H24.12. 8 


	だ第２回会講演会　演題：組込みシステム用マイクロプロセッサの働きと内部構造
講師;鹿児島工業高等専門学校教授:芝　浩二氏
	市よかセンター


1.3.2 現地研修会

	年月日
	会議の内容
	備考

	24.11.17
	見学先　桜島ビジターセンター・国際砂防センター
参加者　12名
	バス借り上げ


１.４ 技術試験願書配布説明会
　　二次試験（4/7）、一次試験,（6/9）共に、NPO法人鹿児島技術士の会に一括委託
１.５ 鹿児島高専との連携協議会に関する事項
（１）環境創造工学特別講義H24年　(対象：専攻科１年生)　期間H24.10.11～H25.1.17) 

①上野　幸一（農業、総監)、②山路　和雄(応用理学、建設、総監)、③窪川　正文(建設)、

④小川　領一(衛生工学)、⑤田中　健次郎(環境、総監)、

⑥前田　美樹朗(環境、衛生工学、総監)、⑦新留　司(建設）
（２）「技術倫理総論」講義の講師派遣　(対象：本科５年生)　期間H24.7.3～H24.7.24  
①上小鶴　博(建設):4回、②井内　祥人(森林):4回、③門松　経久(農業):4回
（３）特別キャリア教育への講師派遣　(対象：本科１～３年生) 期間H24.10.11～H24.12.5 

①慶田　昭彦（機械）、②新留　　司(建設)、③宮本 裕二(建設)、④村岡　公範(建設)、
⑤窪川　正文(建設)、⑥古閑　正秀(建設、総監)、⑦茅島　浩一郎（建設）、
⑧田中　健次郎（環境、総監）、⑨本田　尚士（化学）、⑩高畦　　博（建設）、
（４）技術倫理講義への講師派遣　(対象：専攻科２年生)  期間H24.11.6～H25.1.22  

①上小鶴　博(建設):3回、②井内　祥人(森林):3回、③門松　経久(農業):3回
(５）共同教育講義　期間H25.1.20～H25.2.9 
①慶田　昭彦（機械)、②若井　一顕(電気電子)、③上野　幸一(農業、総監)、
④浦島　和衛(情報工学)、⑤宮内　新一(上下水道)
１.６ CPD研鑽会に関する事項
第1回(H24.5.12) 講師：上園　次生（農業部門）(株)久永コンサルタンツ　　　　　 ・・・３９名

テーマ:アルゼンチンにおける畑地かんがい事情

第2回(H24.6.9)講師：小川　領一　（衛生工学）（有）ラーバンデザインズ　　　  　・・・２９名
テーマ:開発途上国における廃棄物処理の現状と我が国の技術協力
第3回(H24.7.14) 講師：宮本　裕二 (建設) 鹿児島県企画部　　　　　　　　　　　 ・・・２７名

テーマ:九州・山口の近代化産業遺産群の世界登録に向けた取り組みと技術者の役割
第4回(H24.8.11) 講師：新屋敷　和明　 (建設、総監)川﨑技術開発(株)　　　　　　・・・４０名

テーマ:道路土工－軟弱地盤工－の改正点、軟弱地盤対策工の最近の動向 

第5回(H24.9.8) 講師：本田　信孝　(応用理学、総監)（株）日本地価技術　　　　　　・・４１名

テーマ:地すべり調査設計例
第6回(H24.10.13)講師：濵﨑　浩徳 (建設) （株)新日本技術コンサルタント　　　　・・・２８名

テーマ:私が携わった業務の技術的特徴の紹介
第7回(H24.11.10)　講師：慶田　昭彦　　(機械)　（株）中越パルプ工業　　　　   ・・・２８名

テーマ:製紙技術と紙を取り巻く環境－竹パルプと竹紙の取り組み
第8回(H25.1.12) 講師：折田　秀三 (農業、建設、総監)　（株）大翔　　　　　　  ・・・３９名

テーマ:鹿児島県中山間地域の農業農村の課題、今後の方策
第9回(H25.2.9) 講師：高畦　博 （建設）　鹿児島県大隅地域振興局　　　　　　   ・・・３２名

テーマ:港湾と港運・水運～志布志港と世界のかかわり
第10回(H25.3.9) 講師：恒吉　明彦 (農業)　鹿児島県農政部農地建設課　　　　　  　・・３７名

テーマ:土地改良施設の長寿命化と防災・減災の取り組み
１.７ 広報に関する事項
(平成24年度会員名簿の作成・配布 1,100部)

国の機関　国土交通省,農林水産省関係

･･･････５６部

大学等





･･･････２０
県の機関　鹿児島県本庁･公社等


･････１２８　

県出先機関(７振興局)



･････２２８
市 町 村　鹿児島市ほか全市町村


･････２５７

官公庁予備




･･･････２０
会 員 他　会員　　　　　


　　　　･････３００
          広告主



　　　　･･･････５０

　　　　　その他



　　　　･･･････４１
1.８　災害支援（防災）部会の活動について

　　　　災害支援（防災）部会の活動を、下記の通り開催した。
　　（１）火山噴火災害グループ　　

　　　　１）第１回勉強会　　４月１４日　　会場：鹿児島市よかセンター
　　　　２）第２回勉強会　　５月１９日　　会場：上野城
　　　　３）現地調査　　　　７月２８日　　現地：桜島
　　（２）津波・風水害グループ
　　　　１）第１回勉強会　　４月２１日　　会場：鹿児島県林業会館　　　　　　　　

１．９　その他
（１）講師派遣について

１）鹿児島大学農学部への講師派遣

農林業者技術者論（平成２５年２月１３～１４日）１コマ９０分

門松　経久５コマ、井内　祥人５コマ

　　

（２）親睦ゴルフ大会

企画したが参加者少数のため本年度は中止
第2号議案
平成24年度収支決算及び監査報告

2.1 平成24年度 収支決算
２.１.1　収入の部

	項　目
	24年度予算
	24年度決算
	備　　　　考

	繰 越 金
	2,128,694
	2,128,694
	本会1,615,995  青年部残金繰越金122,078
ＣＰＤ残金繰越金390,621  

	会　  費
	1,254,000
	1,315,000
	士5,000×224人 =1,120,000（23 未1）
補3,000×65 人 =195,000 

	交 付 金
	1,000
	73,100
	交流費73,100  (会員82,法人1)

	広 告 費
	900,000
	960,000
	20,000＊48社 =960,000  

	寄付金等
	0
	0
	

	利  　子
	306
	554
	普通預金利息

	雑 収 入
	16,000
	64,557
	CPD残31,077,願書配布33,480 

	預 り 金
	0
	15,000
	技術士1名Ｈ25・26・27年度会費前納

	計
	4,300 ,000
	4,556,905
	（当年収入：2,413,211）


２.1.２　支出の部

	項　目
	24年度予算
	24年度決算
	備　　　　考

	総 会 費
	100,000
	      26,660
	総会資料（概要版）印刷費、 総会資料作成費等

	役員会費
	160,000
	124,860
	会場費、出会手当、委員会資料作成費　　

	行 事 費
	50,000
	29,500
	懇親会費（講師分）、講師謝礼、

	研 修 費
	200,000
	168,840
	願書配布説明会,現地見学会、合同セミナー参加補助

	青年部会
	50,000
	12,702
	活動費、

	災害支援部
	50,000
	12,579
	会場費、火山噴火災害グループ活動費

	手 数 料
	30,000
	30,380
	会費・広告等の振込手数料等

	会員名簿費
	630,000
	483,463
	名簿校正手当、印刷製本、名簿配布手当

	通 信 費
	200,000
	200,048
	郵便料･宅配料、Tel・Fax・Mail等

	消耗品費
	150,000
	53,856
	消耗品等

	旅  　費
	300,000
	170,400
	本部への出会旅費、合同セミナー参加旅費

	事務所費
	800,000
	491,200
	事務局賃料、事務手当、名刺封筒印刷代、他

	広 告 費
	60,000
	52,500
	建設新聞２回(新年,暑中)

	慶 弔 費
	50,000
	20,286
	弔電・生花代

	印 刷 費
	0
	0
	

	図 書 費
	50,000
	0
	

	予 備 費
	1,420,000
	0
	

	計
	4,300,000
	1,877,274
	


収入(4,556,905円)－支出(1,877,274)=差引繰越金 ( 2,679,631円)

　　　　　　　　　　　　　　青年部残金繰越金　(　109,376円)

　　　　　　　　　内訳　　　ＣＰＤ残金繰越金　(　421,698円)

　　　　　　　　　　　　　　会残金繰越金　　　(2,148,557円)
鹿児島県技術士会

会長　後藤　祐一郎　殿
監　査　報　告　書
平成24年度収支内訳書等を詳細に監査した結果、総て正確かつ適正であることを確認しました。

平成25年4月5日
監　事　　　　　　　鶴本　総平　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野　英幸　　　　㊞

第３号議案

平成25年度事業計画
１　平成25年度事業概要

(１) CPD研鑽会の継続開催及び関連団体への講師派遣

(２) 青年部会活動並びに災害技術支援部会活動等の継続推進
(３) 名簿(1,100部)の作成及び広報

(４) 鹿児島工業高等専門学校との連携協力

(５)公益社団法人日本技術士会統括本部・九州本部の事業への連携・協力及び加入促進

２. 平成25年度CPD 
※日時:下記(毎月；原則第２土曜日、14:00～17:00)　会費500円

	期　　日
	講　　師　 (所　　属)
	時間
	会　場

	4月 13日
	(青年部)かごしま技術２１　第1回技術講演会
	2.0
	市よかセンター

	5月 11日
	(農業)門松　経久（㈱明興テクノス）
	3.0
	市よかセンター

	6月  9日
	(災害支援部会)　部会長・グループ長
	3.0
	市よかセンター

	7月 13 日
	(外部)江副　哲　　　　　　　　　　　　
	3.0
	市よかセンター

	8月 10日
	(上下水道)永野　修一
	3.0
	市よかセンター

	9月 14 日
	(建設)内田　武顕（アイ技研（株））
	3.0
	市よかセンター

	10月 12日
	(電気電子)平石　育典（平石電技コンサルタント）
	3.0
	市よかセンター

	11月  2日
	(青年部)かごしま技術２１　第２回技術講演会
	2.0
	市よかセンター

	12月 14 日
	(建設)西川　晃央　（（株）大亜測量設計）
	3.0
	市よかセンター

	1月 11日
	(農業)豊島　英樹（（株）霧島エンジニアリング）
	3.0
	市よかセンター

	2月  8日
	(建設)松本慎二（（株）南日本技術コンサルタンツ）
	3.0
	市よかセンター

	3月  8日
	(農業)松下　聡志（鹿児島県農政部農地保全課）
	3.0
	市よかセンター


3　会員名簿の作成

(a)1,100部を作成し、6月頃配布

4　青年部会活動

 (a) 技術講演会2回、現地研修会1回の開催　(b) CPD研鑽会参加の促進
(c) 鹿児島高専との連携協力
5　災害技術支援(防災)部会活動

部会活動の活性化を図る。

6
技術情報の提供

(a) 会員および関連団体からの情報発信を図る　（b) 資料集の発刊
7
鹿児島工業高等専門学校との連携協力　(世話人:井内　祥人)

(1)環境創造工学特別講義　(2)技術倫理講座　(3)技術倫理総論 　(4)キャリア教育　(5)共同教育

第４号議案　　　　　　

平成25年度予算について
４.１　収入の部
(会費: 士5,000,補3,000,  広告; 20,000)

	項　目
	24年度決算
	25年度予算
	備　　　　　考

	繰越金
	2,128,694
	2,679,631
	本会繰越分2,148,557　青年部残金繰越金109,376
ＣＰＤ残金繰越金421,698

	会　費
	1,315,000
	1,331,000
	士5,000×226名 =1,130,000   (224名)
補3,000× 67名 = 201,000    ( 65名)

	交付金
	73,100
	0
	         

	広告費
	960,000
	800,000
	20,000＊40社=800,000        (48社)

	寄付金等
	0
	0
	

	利　子
	554
	369
	

	雑収入
	64,557
	29,000
	CPD残29,000　

	預り金
	15,000
	10,000
	

	計
	4,556,905
	4,850,000
	


４.２　支出の部
	項　目
	24度決算
	25年度予算
	備　　    　　考

	総会費
	26,660
	100,000
	総会資料（概要版）印刷費、総会資料作成費等

	役員会費
	124,860
	160,000
	会場費、出会手当、役員会資料作成費等

	行事費
	29,500
	50,000
	懇親会（講師分）講師謝礼

	研修会
	168,840
	200,000
	現地研修会、研修会参加補助　他

	青年部会
	12,702
	50,000
	活動費（かごしま技術２１開催）等

	災害支援
	12,579
	50,000
	活動費

	手数料
	30,380
	50,000
	会費・広告等の振込手数料など

	名簿費
	483,463
	630,000
	名簿校正手当、;印刷製本、名簿配布手当等

	通信費
	200,048
	250,000
	郵便料･宅配料、℡・Fax・Mail等

	消耗品費
	53,856
	150,000
	消耗品等

	旅  費
	170,400
	300,000
	日本技術士会九州本部主催行事への出会旅費補助等

	事務所費
	491,200
	800,000
	事務局賃料、事務手当、印刷代,・IT機器材購入等

	広告費
	52,500
	60,000
	建設新聞２回(新年,暑中)+他

	慶弔費
	20,286
	50,000
	-

	印刷費
	0
	1,000,000
	ＣＰＤ資料集６印刷、災害技術支援部会資料集印刷

	図書費
	0
	50,000
	

	予備費
	0
	900,000
	大会参加積立を含む

	計
	1,877,274,
	4,850,000
	


(決議事項)
平成２５年度予算の執行については会費徴収の額(会費)に変更のない限り役員会に一任する。

第５号議案　　
細則の変更について　
会の活性化を図るため、細則の変更を行う。

１　鹿児島県技術士会青年部設置規定の変更

　　［会員］の４月１日現在で５０歳以下の者を４月１日現在で５０歳代以下の者に変更する。

　

２　鹿児島県技術士会委員会設置規定の新設

　　これまで内規で活動を行ってきた各委員会について、より活性化を図るため明文化する。

このため　３．鹿児島県技術士会青年部設置規定の次に

４．鹿児島県技術士会委員会設置規定
を挿入する。

［目的］　本会は、鹿児島県技術士会の活性化を図るため、以下の委員会を設置する。

［名称］①総務企画委員会、

　　　　②名簿編纂委員会

　　　　③ＣＰＤ委員会

［役員］委員会には、委員長１名　委員若干名を置く。

各委員会の委員長並びに委員は、会長が三役に諮り、委嘱する。

　　　　

［会議］委員会運営のため、必要に応じ開催する。

［業務］①総務企画委員会は、総務・企画に関する重要事項を所掌する。

　　　　②名簿編纂委員会は、名簿編纂に関する事項を所掌する。

　　　　③ＣＰＤ委員会は、ＣＰＤに関する事項を所掌する。

［報告］総務企画委員会は、業務が終了したときはその都度その結果を役員会に報告する。

　
３　事務手当の変更

　　４．事務手当を、５．事務手当に変更する。　

第６号議案　

　　　　　　　　　　役員の改選について
　今年度は役員の改選期に当たるため、平成２５年度～２６年度の役員を選出する
　　　　　　　　　
１）役　　員　(21)　　新任就任者
	
	平成２５～２６年度
	改選

	19
	建設部門
	６
	上小鶴博、村岡公範、奥山康宏、新留　司、田中義人
古賀省三
	

	
	農業部門
	３
	後藤祐一郎、門松経久、田ノ上春雄
	

	
	応理部門
	２
	西園政則、米森　義弘
	１

	
	水道部門
	１
	下原弘文
	

	
	森林部門
	１
	井内祥人
	

	
	環境部門
	１
	前田美樹朗
	

	
	情報部門
	１
	浦島和衛
	

	
	電気部門
	１
	平石育典
	

	
	青 年 部
	３
	小島くみ、西川晃央、松元　慎二
	３

	監　　　事
	２
	平野英幸、鶴本総平　
	


２）三役人事

会　長（１）：村岡　公範

副会長（２）：後藤祐一郎、 井内祥人

第７号議案

その他
　　

１　鹿児島県技術士会の活性化に向けてのアンケート結果について

　　　　アンケート対象者　　　３０１名

　　　　回答者　　　　　　　　１７８名

　（１)　設問１　ＣＰＤについて

　　　　１）講師について

　　　　　　　①外部講師の導入　　１４６名

　　　　　　　②現在の会員のみ　　　２７名

　　　　２）テーマについて

　　　　　　　①共通のテーマの導入　　７８名

　　　　　　　②専門別のテーマの導入　５９名

　　　　　　　③現在の専門分野毎会員の持ち回り　４４名

　　　　３）回数と時間について

　　　　　　　①回数を減らして複数の講義として時間を長く取る　３４名

　　　　　　　②現在の２時間、月１回、１講義でよい　　　　　１３７名

　（２）設問２　青年部の活動について相応しい行事

　　　　　　　①意見交換会の開催　　４６名

　　　　　　　②勉強会の開催　　　　７０名

　　　　　　　③懇親会の開催　　　　３５名

　　　　　　　④その他　　　　　　　１７名

　（３）設問３　第２回かごしま技術２１並びに懇親会の開催時期

　　　　　　　①１１月　　　　　　１１１名

　　　　　　　②１２月　　　　　　　６２名

　（４）設問４　役員の改選について事務局案を作成し総会での選任する方法について

　　　　　　　①今のままで良い　　１７１名

　　　　　　　②改善の必要がある　　　７名

　（５）設問５　上記（４）で、改善の必要がある方の改善意見

　　　　　　　①公募して活性化を図る　　　３名

　　　　　　　②若い世代の就任　　　　　　１名

　　　　　　　③類似団体の統一　　　　　　１名

　　　　　　　④会員数に対して役員が多すぎる　　１名

２　名誉会員の推薦について(報告事項)
　　鹿児島県技術士会催促に細則に定める「１０年以上所属し、４月１日現在８０歳以上の会員」の条件を満足するので、小山　徹会員を推薦した。　
　　　　　
議事録概要

①議事は、村岡副会長を議長に第１号議案から第７号議案まで審議された。　

②このうち第１号議案から第５号議案までは、事務局提出の原案通り可決承認された。

第６号議案の役員選出については、事務局案を一部修正し上記の通り可決承認された。

③三役人事及び事務局については、後藤現会長が鹿児島県技術士会会長と兼務できない役職への就任が予定される旨の説明を事務局から行い、村岡現副会長が会長に就任する事務局案で同意された。

④事務局は、これまで通り（株）新日本技術コンサルタント内に置き、これまで通り後藤副会長が担当することで了承された。
⑤事務手当増額について動議が出され、現提出予算の中で執行が可能なことから、細則の「120,000円を支給する」を「240,000円を支給する」に変更することで議決された。

⑥災害技術支援（防災）部会の活動報告の中で、原子力災害グループの報告がないことから、活動の進捗状況を教えて欲しい、併せて、福島の原子力災害の原因、廃棄物処理等基本的な事項について勉強を行い会員に伝達して欲しい旨の意見が出され、グループ長に繋ぎ、１０月度のＣＰＤで報告してもらうことで了承された。
⑦その他
公益社団法人日本技術士会九州本部鹿児島県支部の設立に伴い、鹿児島県内に、鹿児島県技術士会，ＮＰＯ法人鹿児島技術士の会と３つの類似団体が併存することになり、分かりづらいとの　意見が多いことから、組織のあり方、活動の方向、事務局のあり方などこの２年間で検討・整理したい旨、事務局から提案し了承された。
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